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授
が
望
ん
で
い
た
復
刊
は
可
能
に
な
っ
た
の
か
？ 

そ
う
は
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
の
巻
の
次
は
『
日
本
文
學
誌
要
』
第
二
三
巻
で
、
こ
れ

は
一
九
八
〇
年
二
月
一
〇
日
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
五
年
半
後
で
あ

る
。
私
は
一
九
七
〇
年
に
文
学
部
日
本
文
学
科
に
入
学
し
て
七
四
年

に
卒
業
し
、
そ
の
ま
ま
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
に
入
っ
て
一
九
八

〇
年
に
博
士
課
程
を
修
了
し
て
い
る
。
つ
ま
り
私
の
在
学
中
は
『
日

本
文
學
誌
要
』
が
ほ
と
ん
ど
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
あ
の
こ
ろ
の
誌
要
」
に
つ
い
て
記
憶
を
た
ど
っ
て
も
、
記
憶
に
残
っ

て
い
な
い
の
は
当
然
だ
っ
た
。

　

大
学
院
生
の
あ
い
だ
、
私
が
寄
稿
し
て
い
た
の
は
大
学
院
紀
要
、

日
本
文
学
協
会
の
『
日
本
文
学
』、
そ
し
て
廣
末
ゼ
ミ
の
ゼ
ミ
生
が

「
牛
王
の
会
」
と
い
う
会
を
結
成
し
、
お
金
を
出
し
合
っ
て
作
っ
て

い
た
『
近
世
文
芸
ノ
ー
ト
』
と
い
う
雑
誌
だ
っ
た
。
書
い
た
文
字
数

に
応
じ
て
お
金
を
払
う
仕
組
み
で
、
書
き
た
く
て
し
か
た
な
い
私
は

ず
い
ぶ
ん
払
っ
て
い
た
と
思
う
。
大
学
院
終
了
後
に
は
廣
末
保
先
生
、

日
暮
聖
さ
ん
、
山
本
吉
左
右
さ
ん
、
岩
崎
武
夫
さ
ん
な
ど
と
一
緒
に

「
四
三
舎
」
と
い
う
同
人
誌
組
織
を
作
り
、『
試
論
』
と
い
う
雑
誌
を
、

こ
れ
も
お
金
を
出
し
合
っ
て
刊
行
し
て
い
た
。
文
学
に
と
っ
て
結
社

が
重
要
だ
と
い
う
の
は
、
廣
末
先
生
の
一
貫
し
た
考
え
だ
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
は
大
学
に
と
っ
て
異
常
な
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
学
生
運
動
が
あ
っ
た
。
一
九
六
八
年
に
東
京
大
学

で
医
学
部
イ
ン
タ
ー
ン
の
誤
認
処
分
が
あ
り
、
医
学
部
が
安
田
講
堂

を
占
拠
し
た
こ
と
で
、
大
学
は
機
動
隊
を
構
内
に
入
れ
た
。
そ
の
こ

と
に
抗
議
し
て
東
大
全
共
闘
が
結
成
さ
れ
た
。
同
じ
年
に
日
本
大
学

　

一
九
七
四
年
九
月
二
〇
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
文
學
誌
要
』
臨

刊
号
で
、
当
時
の
小
田
切
秀
雄
教
授
は
、「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
と

い
う
文
章
を
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
『
日
本
文
學
誌
要
』
が
数

年
の
あ
い
だ
無
活
動
状
態
に
陥
り
、
停
刊
し
て
い
た
こ
と
、
こ
の
巻

は
一
九
七
三
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
行
わ
れ
た
日
本
文
学
科
学
生

委
員
会
主
催
の
「
文
学
講
座
」
掲
載
巻
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
巻
が
国

文
学
会
の
活
動
再
開
と
『
日
本
文
學
誌
要
』
復
刊
の
た
め
の
一
つ
の

ス
テ
ッ
プ
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
法
政
大
学
国
文
学
会
が
講
座

の
経
費
を
補
助
し
、
刊
行
の
費
用
を
負
担
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

実
際
、『
日
本
文
學
誌
要
』
は
一
九
七
〇
年
三
月
二
七
日
に
刊
行
さ

れ
た
二
十
二
巻
を
最
後
に
、
一
九
七
四
年
九
月
二
〇
日
に
至
る
ま
で

刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
臨
刊
号
に
は
、
小
田
切
秀
雄
、
柄
谷
行
人
、
真
継
伸
彦
、
黒

井
千
次
、
後
藤
明
生
、
長
田
弘
、
北
川
透
、
森
川
達
也
の
各
氏
の
文

章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
華
や
か
な
臨
刊
号
に
よ
っ
て
、
小
田
切
教

〈
あ
の
こ
ろ
の
「
誌
要
」〉

記
録
・
記
憶
と
し
て
の
価
値
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に
呑
み
込
ま
れ
て
い
く
自
己
を
、
戦
う
こ
と
で
取
り
戻
そ
う
と
す
る

行
為
だ
っ
た
が
、
私
に
と
っ
て
文
学
も
ま
た
、
生
き
る
た
め
に
是
が

非
で
も
必
要
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
の
状
況
が
異
常
だ
っ
た
と
書
い
た
が
、
一
九
八
三

年
七
月
二
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
文
學
誌
要
』
二
八
号
に
は
、

「
昭
和
三
十
年
代
の
活
動
：
国
文
学
会
の
足
跡
（
４
）」
と
い
う
座
談

会
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
面
白
い
。
一
九
六
〇
年
代
の
法
政
大
学
に
つ

い
て
、
杉
本
圭
三
郎
氏
、
西
野
春
雄
氏
、
片
桐
登
氏
、
米
山
賢
司
氏

が
語
っ
て
い
る
。
世
界
や
日
本
で
同
時
に
運
動
が
起
こ
っ
て
い
た
一

九
六
〇
年
代
後
半
と
は
異
な
り
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
は
、
法
政
大

学
に
は
突
出
し
て
激
し
い
論
争
や
運
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
こ
の
座
談
会
で
片
桐
登
氏
が
岩
波
新
書
『
日
本
文
学
の
古

典
』
に
触
れ
て
い
る
。
私
が
法
政
大
学
の
日
本
文
学
科
に
入
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
『
日
本
文
学
の
古
典
』
を
高
校
時
代
に

読
ん
だ
こ
と
だ
っ
た
。
実
際
に
選
択
し
た
の
は
近
代
文
学
で
、
小
田

切
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
の
だ
が
、
高
校
の
こ
ろ
に
は
日
本
文
学
全
体
が
視

野
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
日
本
文
學
誌
要
』
は
論
文
だ
け
で

な
く
法
政
大
学
日
本
文
学
科
の
な
か
の
様
々
な
動
き
を
記
録
す
る
こ

と
で
、
重
要
な
ア
ー
カ
イ
ブ
に
な
っ
て
い
る
。

　

五
年
半
の
二
度
め
の
停
刊
の
の
ち
、
再
開
さ
れ
た
最
初
の
巻
で
あ

る
一
九
八
〇
年
二
月
一
〇
日
刊
『
日
本
文
學
誌
要
』
第
二
三
巻
は
、

小
原
元
教
授
と
近
藤
忠
義
教
授
の
追
悼
号
で
あ
っ
た
。
次
の
一
九
八

一
年
二
月
四
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
文
學
誌
要
』
第
二
四
巻
は
、

片
岡
良
一
著
作
集
の
刊
行
記
念
で
、
西
尾
実
教
授
・
重
友
毅
教
授
の

で
使
途
不
明
金
が
発
覚
し
、
た
だ
ち
に
日
大
全
共
闘
が
結
成
さ
れ
た
。

同
じ
こ
ろ
、
パ
リ
で
も
ド
イ
ツ
で
も
イ
タ
リ
ア
で
も
、
学
生
運
動
が

起
こ
っ
て
い
る
。
一
九
六
九
年
の
東
大
安
田
講
堂
の
攻
防
と
陥
落
は

ご
存
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
当
時
、
各
大
学
の
個
別
の
問
題
を
軸
に

日
本
の
主
要
な
国
公
立
大
学
と
私
立
大
学
の
約
八
〇
％
に
相
当
す
る

一
六
五
校
が
全
共
闘
に
よ
る
闘
争
状
態
に
あ
る
か
、
あ
る
い
は
全
学

バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
を
し
て
い
た
。
法
政
大
学
も
同
様
の
状
況
に
あ
っ

た
。
授
業
は
続
け
ら
れ
た
が
、
た
び
た
び
構
内
に
入
れ
な
い
状
況
が

あ
り
、
私
自
身
も
学
内
や
三
里
塚
で
の
集
会
に
参
加
し
て
い
た
。

　

私
が
入
学
し
た
一
九
七
〇
年
に
は
、
封
鎖
が
よ
り
長
引
く
事
件
が

起
き
た
。
八
月
三
日
の
六
角
校
舎
に
お
け
る
殺
人
事
件
で
あ
る
。
亡

く
な
っ
た
の
は
国
立
大
学
の
学
生
で
、
逮
捕
状
が
出
た
一
三
人
の
う

ち
十
一
人
が
他
大
学
の
学
生
だ
っ
た
。
六
角
校
舎
は
閉
鎖
さ
れ
、
間

も
な
く
取
り
壊
さ
れ
た
。
大
学
の
周
囲
に
は
鉄
柵
が
張
り
巡
ら
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
全
共
闘
運
動
は
セ
ク
ト
間
の
暴
力
に
よ
っ
て
弱

体
化
し
、
学
生
に
よ
る
「
自
治
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
セ
ク
ト
の
資

金
源
と
し
て
の
意
味
し
か
も
た
く
な
っ
て
い
た
。
運
動
の
「
退
廃
」

で
あ
る
。
文
学
部
自
治
会
は
政
治
セ
ク
ト
の
道
具
と
化
し
て
い
た
。

こ
の
状
況
下
で
私
は
学
び
、
現
官
房
長
官
の
菅
義
偉
氏
も
、
前
沖
縄

県
知
事
の
故
翁
長
雄
志
氏
も
、
法
政
大
学
で
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
、
四
年
制
大
学
へ
の
進
学
率
は
わ
ず
か
約
一
七
％
だ
っ
た

が
、
ど
の
大
学
に
お
い
て
も
十
八
歳
人
口
の
急
激
な
増
加
と
進
学
率

の
上
昇
に
、
教
育
環
境
が
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
全
共
闘
運
動

と
は
、
そ
の
悪
化
す
る
教
育
環
境
の
な
か
、
経
済
成
長
と
世
界
構
図
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追
悼
号
で
も
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本

文
學
誌
要
』
第
二
五
巻
は
、
長
澤
規
矩
也
教
授
の
追
悼
号
だ
。
追
悼

に
よ
っ
て
日
本
文
学
科
の
教
員
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
、
法

政
大
学
で
学
ん
だ
者
に
と
っ
て
、
自
分
自
身
を
振
り
返
る
契
機
と
な

る
。
い
つ
も
着
物
を
着
て
教
室
に
現
れ
て
い
た
長
澤
規
矩
也
教
授
や
、

益
田
勝
実
、
杉
本
圭
三
郎
、
小
田
切
秀
雄
、
外
間
守
善
、
表
章
、
廣

末
保
の
各
教
授
に
、
私
は
多
く
を
学
ん
だ
。
西
郷
信
綱
氏
に
も
お
め

に
か
か
っ
た
。
授
業
回
数
が
少
な
か
っ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
授
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
計
り
知
れ
な

い
。

　

一
九
九
〇
年
三
月
二
〇
日
刊
行
の
四
二
巻
は
、「
広
末
保
教
授
退

職
記
念
特
別
号
」
だ
っ
た
。
藤
田
省
三
氏
と
廣
末
保
氏
と
の
対
談

「
来
し
方
…
」
や
、
岩
崎
武
夫
、
山
本
吉
左
右
、
日
暮
聖
、
龍
沢
武

の
各
氏
に
よ
る
座
談
会
「
廣
末
保
氏
の
問
題
意
識
を
め
ぐ
っ
て
」
が

掲
載
さ
れ
、
私
も
「
洒
落
本
の
空
間
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
一
九
九

三
年
一
二
月
一
五
日
刊
行
の
四
八
巻
は
、
そ
の
廣
末
保
先
生
の
追
悼

号
と
な
り
、
葬
儀
に
お
け
る
弔
辞
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
私
は

英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
在
外
研
究
中
で
、
急
遽
帰

国
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一
九
九
四
年
三
月
一
五
日
刊
の
四
九

巻
は
松
田
修
・
西
田
勝
両
教
授
御
退
職
記
念
巻
、
一
九
九
五
年
三
月

二
四
日
刊
の
五
十
一
巻
は
外
間
守
善
教
授
御
退
職
記
念
特
集
号
、
一

九
九
八
年
三
月
二
四
日
刊
の
五
十
七
巻
は
表
章
・
杉
本
圭
三
郎
両
教

授
御
退
職
記
念
特
集
号
だ
。
こ
れ
ら
の
教
授
の
特
集
号
で
、
私
は
在

学
中
に
聞
い
た
講
義
や
著
書
、
な
ど
を
思
い
出
し
、
改
め
て
日
本
文

学
科
で
受
け
た
学
び
の
深
さ
と
大
き
さ
を
再
認
識
す
る
の
で
あ
る
。

や
は
り
『
日
本
文
學
誌
要
』
の
記
録
と
し
て
の
存
在
意
義
は
大
き
い
。

�

（
た
な
か　

ゆ
う
こ
・
本
学
総
長
）
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